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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上向きのポールシャフト（１）用収容領域（４）と、下向きのポール先端部（７，８）
、及び、実質的に、前記ポールシャフト（１）の軸に対し垂直又は６０～１２０°の角度
の平面に沿って延びる堅いバスケット領域（５）とを有する先端取り付け具（３）を具備
する、特にダウンヒル又はクロスカントリースキーのための、ポール用取り付け具におい
て、
　バスケット板（９）が、第１の位置（１５）と、第１の位置に対して実質的にバスケッ
ト領域（５）の面に沿って動かされる、少なくとも１つの第２の位置（１６）との両方で
固定できるように、前記バスケット領域（５）に配置され、下にある面に有効な支持表面
積が、第１の位置（１５）でより第２の位置（１６）でのほうが大きく、
　前記バスケット板及び／又はバスケット領域に、圧力嵌め又は形状嵌めを介して少なく
とも２つの位置に前記バスケット板を固定する少なくとも１つの固定部材を備えることを
特徴とする取り付け具。
【請求項２】
　前記バスケット板（９）は、前記バスケット領域（５）の下側に配置されていることを
特徴とする、請求項１に記載の取り付け具。
【請求項３】
　前記バスケット領域（５）はその下側に凹形湾曲を有すること、及び、前記バスケット
板（９）は、本来は平面の前記バスケット板（９）が、２つの位置（１５，１６）の少な
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くとも１つにおいて、少なくとも部分的に、前記バスケット領域（５）の湾曲した形状を
実質的に継続するように、下からこの湾曲に固定されていることを特徴とする、請求項１
又は２に記載の取り付け具。
【請求項４】
　前記バスケット領域（５）は、非対称構造であり、特に前側（１３）には実質的に突出
せず、主な広がりは後側（１４）に向かっており、前記バスケット領域（５）は、特に好
ましくは、円形、楕円形、又はレンズ状の構造であることを特徴する、請求項１～３のい
ずれか１項に記載の取り付け具。
【請求項５】
　前記バスケット板（９）は、１つの側で開いた、前記ポール先端部用の切り欠き（１１
）、及び／又は、前記ポール先端部（８）を支える延長部（７）を有することを特徴とす
る、請求項１～４のいずれか１項に記載の取り付け具。
【請求項６】
　前記バスケット板（９）は、プラスチック材料から成ることを特徴とする、請求項１～
５のいずれか１項に記載の取り付け具。
【請求項７】
　前記バスケット領域（５）は、少なくとも１つの穴を、前記ポールシャフト（１）に対
して後方（１４）にずれた領域に有し、
　前記バスケット板（９）は、少なくとも１つの前方穴（１２）、及び、少なくとも１つ
の後方穴（１７）を有し、これらの穴を通って係合し、前記バスケット領域（５）に前記
バスケット板（９）を固定するための締結手段が設けられていることを特徴とする、請求
項１～６のいずれか１項に記載の取り付け具。
【請求項８】
　前記バスケット領域（５）は、ただ１つの穴を有し、前記バスケット板（９）の穴（１
２，１７，２０）の数は、前記バスケット領域（５）における前記バスケット板（９）の
調節位置の数に対応していることを特徴とする、請求項１～７のいずれか１項に記載の取
り付け具。
【請求項９】
　各場合において一対の穴があり、及び／又は、前記ネジは、１つのネジがネジ・シャン
クに雌ネジを有し、もう１つのネジがネジ・シャンクに雄ネジを有し、これらのネジ山が
前記穴の中で互いに係合するネジであり、及び／又は、回転防止手段と連結して、中央の
ネジが設けられているか、又は複数のネジが設けられていることを特徴とする、請求項７
に記載の取り付け具。
【請求項１０】
　大きさ、形状、柔軟性及び／又は色が異なるバスケット板（９）を固定することができ
る、請求項１～９のいずれか１項に記載の取り付け具。
【請求項１１】
　前記バスケット板（９）の少なくとも一部が、はめ合いリブを有する領域に係合するの
に適切な、横に延びるリブ又は歯を有することを特徴とする、請求項１～１０のいずれか
１項に記載の取り付け具。
【請求項１２】
　前記バスケット板（９）は、前記第１の位置（１５）において、前記前側（１３）を向
いている前端で、前記バスケット領域（５）を越えて突出せず、横方向に、及び／又は、
前記後側（１４）に向いている後端で、０．２～１．５ｃｍだけ前記バスケット領域（５
）を越えて突出し、前記バスケット板（９）は、前記第２の位置（１６）において、前記
後側（１４）に向かって動かされて、特に、前記後側（１４）に向いている後端で、１．
０～２．５ｃｍだけ前記バスケット領域（５）を越えて突出することを特徴とする、請求
項１～１１のいずれか１項に記載の取り付け具。
【請求項１３】
　前記先端取り付け部（３）は、硬質プラスチック材料から成り、特に好ましくは上側で
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、少なくとも１つの実質的に垂直に延びる補強用リブ（６）が、前記バスケット領域（５
）と前記収容領域（４）の間に配置されていることを特徴とする、請求項１～１２のいず
れか１項に記載の取り付け具。
【請求項１４】
　前記固定部材で固定される前記バスケットの位置を無段階に調整可能としたことを特徴
とする、請求項１～１３のいずれか１項に記載の取り付け具。
【請求項１５】
　前記固定部材は、ガイド手段、歯状構造、凹所、ラッチホール、溝又はこれらの組み合
わせと組み合わせて、スナップ、プッシュボタン、弾性タングにより構成されていること
を特徴とする、請求項１４に記載の取り付け具。
【請求項１６】
　前記バスケット板（９）は、その後側（１４）に調節マーク（２３）を有することを特
徴とする、請求項１～１５のいずれか１項に記載の取り付け具。
【請求項１７】
　前記バスケット領域（５）の穴に配置された締結ネジ（１０）は、前記バスケット領域
（５）に、回転固定的に締結されていることを特徴とする、請求項７～９のいずれか１項
に記載の取り付け具。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載の取り付け具を具備する、特にダウンヒル又はク
ロスカントリースキー用のスキーポールを、下にある表面の異なる状態、特に異なる雪の
状態に適合させるための方法であって、
　下にある表面が相対的に硬いときは、前記バスケット板（９）を前記第１の位置（１５
）に配置し、下にある表面が相対的に軟らかいときは、前記バスケット板（９）を前記第
２の位置（１６）に配置することを特徴とする方法。
【請求項１９】
　前記バスケット板（９）は、本来は平面の前記バスケット板（９）が、２つの位置（１
５，１６）の両方の位置において、少なくとも部分的に、前記バスケット領域（５）の湾
曲した形状を実質的に継続するように、下からこの湾曲に固定されていることを特徴とす
る、請求項３記載の取り付け具。
【請求項２０】
　前記バスケット板（９）は、ＰＥ、ＰＥＴ、ＰＰ、ＰＵ、ＰＡ、又は他の熱可塑性プラ
スチック又はこれらの混合物から成ることを特徴とする、請求項６記載の取り付け具。
【請求項２１】
　前記バスケット板（９）は、０．１～０．４ｃｍの範囲の厚みを有することを特徴とす
る、請求項６記載の取り付け具。
【請求項２２】
　前記バスケット領域（５）は、２つの穴を、前記ポールシャフト（１）に対して後方（
１４）にずれた領域に有し、
　前記バスケット板（９）は、一対の前方穴（１２）、及び、一対の後方穴（１７）を有
し、これらの穴を通って係合し、前記バスケット領域（５）に前記バスケット板（９）を
固定するためのネジ（１０）が設けられていることを特徴とする、請求項７記載の取り付
け具。
【請求項２３】
　前記バスケット領域（５）は、前記バスケット領域（５）での前記バスケット板（９）
の回転を防ぐための手段を少なくとも１つ有し、前記バスケット板（９）の穴は前記バス
ケット領域（５）の中央に配置されていることを特徴とする、請求項８記載の取り付け具
。
【請求項２４】
　前記バスケット領域（５）での前記バスケット板（９）の回転を防ぐための少なくとも
１つの手段は、リブ付き領域（２１，２２）又は歯状構造であることを特徴とする、請求
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項２３記載の取り付け具。
【請求項２５】
　前記横に延びるリブ又は歯は、はめ合いリブを有する前記バスケット領域（５）の端に
係合するのに適切に構成されたことを特徴とする、請求項１１記載の取り付け具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、上向きのポールシャフト用収容領域と、下向きのポール先端部、及び、実質
的に、前記ポールシャフトの軸に対し垂直又は６０～１２０°の角度の平面に沿って延び
る堅いバスケット領域とを有する先端取り付け具を具備する、特にダウンヒル又はクロス
カントリースキーのための、スキーポール用取り付け具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ダウンヒルスキーやクロスカントリースキーにおいては、一方で、地面での横方向の支
えを与えるため、他方で、前進運動を開始するために、ポールが使用される。このため、
ポールにはグリップ、実際のシャフト、及び先端部があり、この先端部はさらにバスケッ
トを有している。先端部は、下にある表面、例えば雪又は氷に入り込むために設けられて
おり、バスケットは、下にある表面に載るための大きい支持表面積を与えることによって
、この入り込みを制限するのに役立つ。
【０００３】
　このようなバスケットは様々な形状が可能で、例えば、典型的な形状には、接続部材を
介してポールに接続されるリングがある。同様に、ポールの先端部は、大きさや色等が異
なる種々のバスケットを固定することができるように設計されていることが知られている
。
【０００４】
　例えば、いわゆるスケーティング走法のような、クロスカントリースキーの高度な分野
においては特に、バスケットの的確な大きさを正確に利用できることが重大である。この
大きさは、とりわけ、ポールが突き放す、下にある表面の性質に依存する。例えば、雪が
軟らかい場合は、比較的大きな支持表面積が必要となるが、雪が硬くて、例えば凍ってい
るような場合は、重量を減らし、雪の中で動けなくなるのを防ぐために、できるだけ小さ
いバスケット表面積が望まれる。
【０００５】
　従って、可変の調節可能なポール先端部、及び／又は、特に付随のバスケット領域が可
変調節可能であることが必要であり、この可変性は、できる限り高い支出を伴わずに供給
されるべきであり、異なる大きさの間での簡単な切り替えが可能で、それにもかかわらず
、バスケットの最適なデザインが提供される。
【０００６】
　例えば、ＵＳ　４，９２１，２７５には、バスケットが向きを変えられる構造、つまり
、バスケットが作動しポールが軟らかい材質に沈み込むのを阻止する第１の位置と、ポー
ルバスケットが実質的には何の機能も行わない第２の、振り上げられた又は折りたたまれ
た位置とがある構造が開示されている。
【０００７】
　また、バスケットを、支持位置に対しては傘状に垂直に振り開け、引き込んだ位置に対
しては折りたたむことができる構造も知られている（例えば、ＦＲ　２　２４９　６８６
、ＤＥ　２０　２７　４６１、ＤＥ　２９　５２　１４９又はＵＳ　３，６４５，５５３
を参照）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、本発明は、とりわけ、このような改良された構造を提供するという目的に基づ
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いている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　特に、本発明の目的は、例えばダウンヒル又はクロスカントリースキー（例えばノルデ
ィックスキー又はスケーティング）用のポールだけでなく、ハイキング・ポール又はノル
ディックウォーキング・ポールのための、好ましくは、上向きのポールシャフト収容領域
と、下向きのポール先端部、及び、実質的に、前記ポールシャフトの軸に対し垂直又は６
０～１２０°の角度の平面に沿って延びる堅いバスケット領域とを有する先端取り付け具
を具備する取り付け具を改良することである。
【００１０】
　このような取り付け具は、例えば、射出成形により（硬質）プラスチック材料から製造
される。上述のように、通常、バスケット面は、ポールシャフトの方向に実質的に垂直で
あるが、場合によっては、特に、例えば後方へわずかに引き上げることにより、バスケッ
ト面が、進行方向に垂直でポールシャフトに垂直な軸の周りに傾くように、わずかな傾斜
を与えることもできる。しかしながら、通常、このような傾斜は非常にわずかで、シャフ
トに垂直な位置からのずれは、通常、３０°未満、好ましくは１０°又は１５°未満であ
る。
【００１１】
　この目的は、別個の付加的なバスケット板が、第１の位置と、第１の位置に対して実質
的にバスケット領域の面に沿って移動される、少なくとも１つの第２の位置との両方で固
定できるように、バスケット領域に配置され、下にある表面に有効な支持表面積が、第１
の位置でより第２の位置でのほうが大きいことによって達成される。この場合、支持表面
積がより大きいとは、バスケット板が、好ましくは少なくとも、９０°、特に好ましくは
少なくとも１８０°のバスケットの円周領域に渡って、バスケット領域を越えて突出して
いるという意味で理解されるべきであり、この円周領域はまた、バスケット板の移動によ
り拡張される。移動とは、拡張が好ましくは非対称的に起こる、すなわち、バスケット板
の移動が実質的に一方向にバスケットを拡張するということを意味する。通常、拡長され
るのは、進行方向に対し後向きの側である。
【００１２】
　従って、本発明の要点は、構造物を事実上２つの部分とし、第１の部分であるバスケッ
ト領域は硬い構造で、事実上剛性を与える。このバスケット領域に、第２の部分であるバ
スケット板を、異なる支持表面積を有する少なくとも上述の２以上の位置を可能にするよ
うに固定することができる。第１の位置、及び、バスケットに対しより大きい支持表面積
を与える第２の位置を用いると、使用者が携帯すべき付加的な部品が何らなくとも可変性
が可能である構造が保証される。さらに、この２部構造により、最適な安定性と、簡単で
頑丈な構造物が生まれる。
【００１３】
　本発明の第１の好ましい実施形態によると、取り付け具は、バスケット板がバスケット
領域の下側に配置されていることを特徴とする。従って、実質的に、バスケット板をバス
ケット領域に下から固定するだけでよく、その上側に位置するバスケット領域がバスケッ
ト板を安定させる。従って、バスケット板それ自体が、完全に堅い必要はなく、部分的に
柔らかい材料から成っていてもよい。しかしながら、これに代わるものとして、バスケッ
ト板は、曲げに強い（ｆｌｅｘｕｒａｌｌｙ　ｒｉｇｉｄ）材料、例えば硬質プラスチッ
ク材料から成ることも可能である。
【００１４】
　本発明の取り付け具の特に好ましい実施形態は、バスケット領域がその下側に凹形湾曲
を有すること、及び、本来は平面のバスケット板が、前記２つの位置の少なくとも１つに
おいて、好ましくは両方の位置において、少なくとも部分的に、実質的にバスケット領域
の湾曲した形状を継続する、又は湾曲した形状をとるように、バスケット板が下からこの
湾曲に固定されていることを特徴とする。さらに、この構造は、バスケット板を下側に固
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定するとそれを湾曲させることとなり、これにより、一方で、バスケット板は本来平面で
あって、バスケット領域に取り付けることにより、最終的な形状が事実上生まれることを
可能にし、さらに、固定後のバスケット板の湾曲により安定性が生まれる。固定後、この
湾曲により、負荷がかかった場合のバスケット板の変形がはるかに少なくてすむ。
【００１５】
　下側が凹面の又は下側にいわばくぼみがあるこのようなバスケットは、特にクロスカン
トリースキーにおいて公知である。通常、それらは、その上非対称構造であり、すなわち
、バスケットは、ほぼ実質的に進行方向にのみ後方に延びる。バスケットの湾曲した形状
が、突き放す目的で下にある表面にポールを斜めに入れるとき、下にある表面での最適な
挙動を生む。
【００１６】
　この実施形態は、本来平面の材料から作られる、コスト効率のよいバスケット板を提供
することが可能であるため有利である。例えば、バスケット板を数ミリメータ厚の平らな
プラスチック材料パネルから製造（切断、打ち抜き）することができ、実際の最適な三次
元形状は、バスケット板を下からバスケット領域に固定することによってのみ設定される
（ｐｒｅｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄ）。このようなバスケット領域の形状への適合を確実にす
るため、固定手段は、バスケット領域の端に配置されるより、バスケット板が効果的にバ
スケット領域の湾曲を引き受けるように、中央領域、すなわち、深さ的にわずかに差のあ
る（ｏｆｆｓｅｔ）領域に配置されることが好ましい。
【００１７】
　既に述べたように、バスケット領域は、好ましくは非対称構造である。この場合、バス
ケット領域は、特に前側には実質的に突出せず、バスケット領域の主な広がりは後側へ向
かっている。バスケット領域は、特に好ましくは、円形、楕円形、又はほぼレンズ状の構
造である。
【００１８】
　バスケット板は、堅い材料から成り、最初から独自の三次元形状を有することができる
。例えば、バスケット板は実質的に曲げに強い材料、例えば硬質プラスチック材料から形
成でき、実質的に堅い及び／又は硬いことが可能である。この場合、バスケット板をバス
ケット領域と同じ材料で構成することができ、バスケット板がバスケット領域とほぼ同じ
湾曲を有することが好ましい。しかしながら、上述のように、好ましくは、バスケット板
を、できる限り曲げやすい平面の板のみで構成することもでき、この場合、ポールでのそ
の形状は、バスケット領域に固定されることにより設定される。バスケット板は、特に好
ましくは１つの側で開いた、ポール先端部用の切り欠き、及び／又は、ポール先端部を支
える延長部を有することが好ましい。この切り欠きは、例えば、Ｕ型又はＶ型の切り欠き
であってよい。バスケット板は、プラスチック材料、好ましくはＰＥ、ＰＥＴ、ＰＰ、Ｐ
Ｕ、ＰＡ、又は他の熱可塑性プラスチック又はこれらの混合物から成っていてよく、特に
好ましくは、０．１～０．４ｃｍの範囲の厚みを有する。
【００１９】
　本発明のさらなる好ましい実施形態によると、バスケット領域は、好ましくは、少なく
とも１つの穴、しかしながら好ましくは２つ以上の穴を、ポールシャフトに対し後方にず
れた領域に有し、バスケット板は、少なくとも１つの前方穴、しかしながら好ましくは一
対の前方穴、及び、少なくとも１つの後方穴、しかしながら好ましくは一対の後方穴を有
し、これらの穴を通って係合し、バスケット領域にバスケット板を固定するための、特に
好ましくはネジ（又は、リベット、ステープル、ピンなど）の形での締結手段が設けられ
ている。もちろん、逆の状態、すなわち、バスケット板がただ一対の穴を有し、バスケッ
ト領域が縦に並んで配置された少なくとも二対の穴を有する状態も可能である。
【００２０】
　しかしながら、好ましい変形としては、バスケット板が多くの対の穴（多数の異なる位
置に対し二対以上も可能）を有するものであり、この場合、バスケット領域は穴により弱
められず、さらに、バスケット板を下から固定する場合、使用しない穴は上から見えない
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ために好ましい。
【００２１】
　もう一つの実施形態によると、バスケット領域がただ１つの穴を有し、この穴が好まし
くは中央に配置されている。さらに、好ましくは、バスケット板及び／又はバスケット領
域が、バスケット領域でのバスケット板の回転を防ぐための手段を少なくとも１つ有する
。バスケット板の穴の数は、好ましくは、バスケット領域におけるバスケット板の調節位
置の数に対応する。バスケット領域でのバスケット板の回転を防ぐための少なくとも１つ
の手段は、例えば、リブ付き領域又は歯状構造であってよく、好ましくは、バスケット板
のリブ状又は歯状構造が、バスケット領域の対応するリブ状又は歯状構造に係合すること
が有利である。この場合のリブ状又は歯状構造は、後方領域の周囲を取り巻いている、バ
スケット領域の下向きの端部に設けることができる。安定化及び回転防止に加え、このよ
うなリブ状構造は、雪又は他の柔らかい下にある表面における、より良好な停止又は把持
を与えるというさらなる利点を有する。このもう一つの実施形態では、硬い及び／又は堅
い、又は実質的に曲げに強いバスケット板が好ましい。
【００２２】
　さらに、原理上、他の機構も考えられる。例えば、バスケット領域の下側に進行方向に
延びるレールを一体的に形成及び／又は設け、バスケット板を相補的なレールを介してこ
のレールに案内することも考えられる。例えばロッキング・タング（ｌｏｃｋｉｎｇ　ｔ
ｏｎｇｕｅ）を押し下げ、レールを越えてさらなるラッチ位置までバスケット板を移動さ
せることが可能であれば、例えば、スナップ取り付け式機構又は同種のものを介して、バ
スケット板を個々の位置に到達させ固定することもできる。また、無段階の調節機能も可
能で、その場合、位置を圧力嵌め（例えばクランプ）により固定することができる。
【００２３】
　上述の穴の場合、各場合において一対の穴があれば有利であることがわかった（バスケ
ット板の回転がない）。また、例えば、ガイド・レール、溝／タング、突起／凹所等の形
で構成することが可能な回転防止手段とともに、中央のネジを使用することもできる。さ
らに、このネジは、第１のネジがネジ・シャンク（ｓｃｒｅｗ　ｓｈａｎｋ）に雌ネジを
有し、第２のネジがネジ・シャンクに対応する雄ネジを有し、これらのネジ山が穴の中で
互いに係合するネジであることが好ましい。この場合、第１のネジは、バスケット領域に
おいて、回転固定された方法で取り付けることができる。しかしながら、また、代わりの
手段、例えば、バスケット板及び／又はバスケット領域におけるリブ状又は歯状構造によ
り、回転を防止することもできる。
【００２４】
　好ましくは、大きさ、形状、柔軟性及び／又は色が異なるバスケット板を固定すること
が可能である。
【００２５】
　さらなる好ましい実施形態によると、バスケット板は、第１の位置においては、前側を
向いている前端で、バスケット領域を越えて実質的に突出せず、横方向に及び／又は後側
に向いている後端で、０．２～１．５ｃｍだけバスケット領域を越えて突出する。バスケ
ット板は、第２の位置において、後側に向かって動かされると、後側に向いている後端で
、０．５～２．５ｃｍだけバスケット領域を越えて突出する。
【００２６】
　既に説明したように、好ましい実施形態によると、先端取り付け部は、硬質プラスチッ
ク材料（例えばＰＥ、ＰＥＴ、ＰＰ、ＰＵ、ＰＡ又は他の熱可塑性プラスチック又はこれ
らの混合物）から成り、特に好ましくは上側の、バスケット領域と収容領域の間に、実質
的に垂直に延びる補強用リブを少なくとも１つ有する。
【００２７】
　本発明はまた、上に要点を述べたような取り付け具を具備する、特にダウンヒル又はク
ロスカントリースキー用のスキーポールを、下にある表面の異なる状態、特に異なる雪の
状態に適合させるための方法に関する。
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【００２８】
　本方法は、とりわけ、下にある表面が相対的に硬いときには、バスケット板を第１の位
置に配置し、下にある表面が相対的に軟らかいときには、バスケット板を第２の位置に配
置するという特徴を有する。
【００２９】
　本発明のさらなる好ましい実施形態は、従属請求項に記載される。
【００３０】
　以下、例示の実施形態を参照し、図を併用して、本発明をより詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】図１は、バスケット板が前方位置に取り付けられた状態に対する、本発明の第１
の実施形態によるポール先端部の異なる図であり、ａ）は後からの図、ｂ）は下からの図
、ｃ）は上からの図、及び、ｄ）は図１ｃ）の線Ａ－Ａに沿った図又は断面図を示す。
【図２】図２は、バスケット板が後方位置に取り付けられた状態に対する、図１の実施形
態によるポール先端部の異なる図であり、ａ）は後からの図、ｂ）は下からの図、ｃ）は
上からの図、及び、ｄ）は図２ｃ）の線Ａ－Ａに沿った図又は断面図を示す。
【図３】図３は、バスケット板が３つの可能な位置のうち最前に取り付けられた状態に対
する、本発明の第２の実施形態によるポール先端部の異なる図であり、ａ）は横からの図
、ｂ）は後ろからの図、ｃ）は前からの図、及びｄ）は上からの図、ｅ）は下からの図、
ｆ）は線Ａ－Ａに沿った断面図、ｇ）は線Ｂ－Ｂに沿った断面図、及び、ｈ）は三次元の
図を示す。
【図４】図４は、バスケット板が３つの可能な位置のうち中央に取り付けられた状態に対
する、図３の実施形態によるポール先端部の異なる図であり、ａ）は横からの図、ｂ）は
後ろからの図、ｃ）は前からの図、ｄ）は上からの図、ｅ）は下からの図、ｆ）は線Ａ－
Ａに沿った断面図、ｇ）は線Ｂ－Ｂに沿った断面図、及び、ｈ）は三次元の図を示す。
【図５】図５は、バスケット板が３つの可能な位置のうち最後尾に取り付けられた状態に
対する、図３及び４の実施形態によるポール先端部の異なる図であり、ａ）は横からの図
、ｂ）は後ろからの図、ｃ）は前からの図、及びｄ）は上からの図、ｅ）は下からの図、
ｆ）は線Ａ－Ａに沿った断面図、ｇ）は線Ｂ－Ｂに沿った断面図、及び、ｈ）は三次元の
図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　本発明を、図を参照して説明する。以下に示す例示の実施形態は、本発明の単なる説明
図として役立てられるべきであり、添付の請求項で定義される本発明の実際の目的を制限
するために使用されるべきではない。
【００３３】
　図１は、本発明の第１の実施形態による、クロスカントリースキーポールの先端部の異
なる図である。ここには、ポールの底部領域だけが図示されており、図の簡略化のため、
グリップの先端領域は見えていない。図１ａは、後ろからの図であり、この場合「後ろ」
とは、進行方向後方に向いた側を意味する。ポール２は、先端取り付け部３の中に挿入さ
れるポールシャフト１を含む。このため、ポールシャフト１は、収容領域４内に、ねじ込
まれるか、接着接合されるか又は押し込まれる。先端取り付け部３は、例えば、プラスチ
ック材料から成り、一方の端に、既に述べた上向きの収容領域４を、底の方には、ポール
先端部８を収容するための延長部７を有する。ポール先端部８は、硬化された、好ましく
は非対称に形成された金属の先端部（例えば、超硬合金）、又はセラミックの先端部とし
て構成され、この延長部７内に接着接合されるか、押し込まれるか又はクランプ締めされ
る。
【００３４】
　先端取り付け部３はまた、ポールシャフト１の方向にほぼ垂直に配置されるバスケット
領域５を含む。特に、図１ｄから分かるように、バスケット領域は非対称構造で、すなわ
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ち、このバスケット領域５は、前側１３の方へは突出していないが、後側１４の方へは最
大の広がりを持つ。このことはまた、下からの図（図１ｂ）、及び上からの図（図１ｃ）
からもわかる。既に述べたように、実質的には後ろ方向にのみ突出するバスケット領域５
を、特にスポーツで引き起こされる負荷の下で支えるために、補強用リブ６がさらに設け
られており、この補強用リブは、ほぼ垂直に延び、バスケット領域５の上側の、中空の円
筒として設計された収容領域４とバスケット領域５の間に配置されている。この先端取り
付け部３は、好ましくは、一体形に形成されており、収容領域４、バスケット領域５、後
方に向いている補強用リブ６及び延長部７が、１つの成形品として構成されている。
【００３５】
　この硬質プラスチック材料から製造される成形品（例えば、ＰＥ、ＰＥＴ、ＰＰ、ＰＵ
、ＰＡ又は他の熱可塑性プラスチック又はこれらの混合物等のプラスチック材料から作ら
れる射出成形品）の下側に、少なくともある程度柔軟なバスケット板９が固定されている
。図１は、第１の位置におけるこのバスケット板９を示し、第１の位置では、バスケット
板は、バスケット領域５の外側輪郭を越えてほとんど突出していない。この第１の位置を
１５とし、前方位置と呼ぶ。特に、図１ｃからわかるように、この位置では、バスケット
板９は、バスケット領域５の外側輪郭を、基本的に前側へは全く突出しないが、側面で及
び後方にはわずかに突出する。
【００３６】
　これに関連して、バスケット領域５の具体的な構造についてより詳細に説明しなければ
ならない。バスケット領域は、その下側、すなわちポール先端部８に向いている側が、内
側湾曲、つまり空洞様のくぼみで構成されている。すなわち、バスケット領域は三次元円
錐構造である。これにより下にある表面との最適な係合がもたらされる。さらに、図１ｄ
からわかるように、バスケット領域５の面は、ポールシャフトの方向に厳密に垂直に配置
されているのではなく、後方にわずかに引き上げられているが、この点に関しては任意で
ある。
【００３７】
　実質的に、下側にあるこの凹形のくぼみには、本発明によると、バスケット領域５がバ
スケット板９をこの形状に押し入れ、バスケット板９がこの形状を継続するように、柔軟
なバスケット板９をバスケット領域５に下から取り付けることができるという事実が伴う
。これは、図１ｃの線Ａ－Ａに沿った断面図を示す図１ｄからわかるように、例えば、固
定するための締結ネジ１０を用いることによって可能である。締結ネジ１０は、バスケッ
ト領域５の２つの穴の両側に、対称的に配置されている。バスケット板９は、これをうけ
て、対応する穴、正確に言うと一対の前方穴１２と一対の後方穴１７を有する。ネジ１０
は、バスケット領域にある穴と、バスケット板にある前方穴又は後方穴のいずれかを通っ
て係合する。この場合ネジ１０は、図１ｄに例示したように、上端ネジ１０’がそのネジ
・シャンクに雌ネジを有し、底部ネジ１０’’が、雄ネジを有するそのネジ・シャンクに
よってこの雌ネジに係合するように構成されている。従って、ネジの一端が外側へ突出す
る状態を回避できるし、汚染の危険性も避けられる。
【００３８】
　バスケット板９は、ネジ１０によりバスケット領域５の下側の凹形領域に固定されるこ
とにより、本来は平面のバスケット板９が変形され、バスケット領域５の凹形の形状をと
るように、バスケット領域５の下側に押しつけられる。しかしながら、代わりに又はさら
に、バスケット板９を予備成形することもできる。また、前方領域における最適な適合を
確実にするため、バスケット板９は延長部７用の切り欠き１１を有する。
【００３９】
　こうして、このようなバスケット板９の非常に簡単な構造を提供することができる。バ
スケット板９は、プラスチック材料板の形で大きなパネルから打ち抜き又は切断でき、最
初はいかなる三次元形状も必要としない。三次元形状は、わずかであれば予備成形するこ
ともできるし、又は射出形成により製造することもできるが、バスケット板をバスケット
領域５に固定することによって設定される。バスケット板９又は９ｂは、好ましくは、バ
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スケット領域５に固定されたときに押しつけられる形状をとるだけの十分な柔軟性をもつ
が、使用時、特に図２の後方位置１６のへり領域が、著しい変形を起こさないだけの十分
な固有剛性を有する。
【００４０】
　図１ｂからわかるように、図１のバスケット板９は、前方位置１５での状態を表してい
る。これは、バスケット板９が２つの後方穴１７によってバスケット領域に固定されてい
ることを意味する。
【００４１】
　図２は、対応する図ａ－ｄに、第２の可能な位置を示している。第２の位置では、バス
ケット板９が後方位置１６でバスケット領域５に固定されている。このため、バスケット
板９は、２つの前方穴１２を用いて、ネジ１０によりバスケット領域５に固定されている
。従って、バスケット板９は、約０．５～１．５ｃｍ後方に移動されており、特に後側で
、バスケット領域５の外側輪郭を著しく越えて突出している。従って、この第２の位置１
６においては、バスケットの非常に大きい支持表面積が得られる。それにもかかわらず、
特に図２ａ及び２ｄからわかるように、バスケット板９はなおも、バスケット領域の下側
の構造によって設定される凹形の形状をなしている。さらに、バスケット板が後方に動か
された結果、バスケットの面が実質的に、ポールシャフトに垂直な位置まで動かされ、下
にある表面が軟らかい場合非常に有利となる。この後方位置において、バスケット板９は
、約０．５～１．５ｃｍ後側１４へ外側輪郭を越えて突出している。支持表面積の量は、
約１０～４０％増加する。
【００４２】
　もちろん、下にある表面が、例えば非常に硬い場合、バスケット板９を完全に取り除く
こともでき、その場合、重量起因の負荷は最小となる。
【００４３】
　このようなポールは、特に、使用及び／又は２つの位置の間の切り替えが簡単である。
使用者が競技の始め又はスキーの途中に、下にある表面の状態が、例えば時間がたつにつ
れて軟らかくなる等、大幅に変わったことを確認した場合、簡単なねじ回し又はネジ頭に
適切な何らかの他の道具を用いて、図１の前方位置から始めて、２つのネジ１０を緩め、
バスケット板を第２の位置へと後方に押し、同じ締結ネジで、今度は前方穴を用いて、先
端取り付け部３にそれを再固定することができる。従って、状態への最適な適合を、少数
の操作だけで実施することができる。事をさらに簡略化するために、ネジ、少なくとも上
側にあるネジを、小さなウィングナット又は同様のものにより置き換えることもでき、こ
の場合、付加的な道具は全く必要でなくなる。あるいは、常に携帯でき、使用者が探す必
要がないように、例えば、２つの位置を切り替えるための道具を、ポールに直接（例えば
グリップや、ポールシャフトに）固定することもできる。また、完全にプラスチック材料
から構成可能ないわゆるプッシュボタン（例えば、押し込むことのできるタングやバネ式
も可能である）で、これを、対応する凹所、ガイド手段の拡張部分又は拡大部、蟻継ぎガ
イド、歯状構造等に、係合又はラッチさせることもできる。
【００４４】
　さらに、提案する構造は、異なる形状、大きさ、柔軟性の程度、色等を有する種々のバ
スケット板を、この先端取り付け部３に固定することもできる点においても有利である。
例えば、異なる大きさに対し異なる色を与えることができるし、バスケット領域の下側に
固定されていないときのバスケット板９は、単なる平らな円盤であるため、異なる大きさ
のものを難なく携帯できる。その場合、状態に応じて、大幅に異なる大きさのポールバス
ケットを利用できる。これらは、２つの位置で、状態に応じて、入れ替わり固定すること
ができる。
【００４５】
　図３，４及び５は、本発明による第２の実施形態の異なる図を示す。各場合において、
バスケット取り付け部のみを、ポールなしで図示する。ポール軸Ｓは、事実上収容領域４
を通って延びている。それにほぼ垂直にバスケット面Ｅが延びている。図３～５中のバス
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ケット板９又は９ａは、硬質プラスチック材料から、曲げに強く及び／又は硬く設計され
ており、実質的に、バスケット領域５と同じ下向きの凹形湾曲を有する。
【００４６】
　３つの可能な調節位置に関し、バスケット板９又は１５を前方穴１２によって固定して
いるときには、バスケットが最小の直径と最小の表面積を有するため、図３にはＳ（小さ
い）という調節マーク２３が表示されている。中央の穴２０での調節位置では、バスケッ
ト領域５が、バスケット領域５の下に突出するバスケット板９又は１９の領域を合わせて
、バスケットの大きさが小さいものと大きいものの間の中間の大きさとなるため、図４に
示される中央の調節位置は、文字Ｍ（中間の）が調節マーク領域２３に表示されている。
図５は、３つの可能な調節位置のうち最後尾の位置を示し、後方穴１７が固定のために使
用される。この後方調節位置は、後方位置に固定されるバスケット板１６が３つのうち最
大のバスケットの大きさを与えるため、Ｌ（大きい）が調節マーク２３に表示されている
。
【００４７】
　図３～５に図示されたバスケット板９の側縁は、リブ２１及び溝２２を含んだ、横方向
に延びる、連続の又は中央で途切れたリブ状構造を有し、バスケット領域５に取り付ける
際、バスケット領域５の歯状構造に係合する。この歯状構造も同様に、対応するリブ２６
及び溝２７を含み、後方で周囲を取り巻く、下に突出する縁に設けられている。その結果
、バスケット領域５の穴は中央１つだけであるにもかかわらず、リブ状構造がバスケット
領域５に対するバスケット板９の移動を防ぐため、バスケット板９は回転に対し保護され
る。さらに、リブ付きの側縁は、バスケット板を取り外した状態でも、下にある表面への
把持を増加させる。リブ状構造はまた、バスケット板の表面積の一部にわたって延びてお
り、バスケット板９のリブの付いていない表面積２５に対するリブ付きの表面積２４の割
合を変えることができる。調節マーク２３は、好ましくは、バスケット板の後方領域、特
に好ましくは、補強リブ６が延びる方向に実質的に平行で、ポール軸Ａに実質的に垂直な
中央位置に配置される。この第２の実施形態においては、バスケット領域にある穴は、好
ましくは、中央、特に好ましくは、補強リブ６及び場合により設けられた調節マーク領域
２３と並んで配置される。ポール先端部のスパイク用の切り欠き１８は、図３ｂ，ｅ，ｆ
，４ｂ，ｅ，ｆ及び５ｂ，ｅ，ｆに明らかである。
【符号の説明】
【００４８】
　１　　　ポールシャフト
　２　　　スキーポール
　３　　　先端取り付け部
　４　　　ポールシャフト１用の先端取り付け部３の収容領域
　５　　　バスケット領域
　６　　　後方に向いている補強リブ
　７　　　ポール先端部を収容するための延長部
　８　　　ポール先端部
　９　　　バスケット板
　９ａ　　堅いバスケット板
　９ｂ　　柔軟なバスケット板
　１０　　締結ネジ
　１０ａ　第１のネジ
　１０ｂ　第２のネジ
　１１　　ポール先端部を収容するための延長部７用の、バスケット板９にある切り欠き
　１２　　バスケット板９の前方穴
　１３　　前側
　１４　　後側
　１５　　前方位置でのバスケット板９
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　１６　　後方位置でのバスケット板９
　１７　　バスケット板９の後方穴
　１８　　ポール先端部８用の、ポール先端部を収容するための延長部７にある切り欠き
　１９　　中央位置でのバスケット板９
　２０　　バスケット板９の中央穴
　２１　　バスケット板９のリブ
　２２　　バスケット板９の溝
　２３　　調節マーク
　２４　　バスケット板９のリブ付き領域
　２５　　バスケット板９のリブなし領域
　２６　　バスケット領域５のリブ
　２７　　バスケット領域５の溝
　Ａ　　　長手方向のポール軸
　Ｅ　　　対称面

【図１】 【図２】
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